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一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
２
８
０

億
８
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
予
算
と

比
べ
３
・
６
％
減
の
堅
実
型
予
算
と
な

り
ま
し
た
。
景
気
低
迷
に
よ
る
市
税
な

ど
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
中
、
選
択
と

集
中
に
よ
り
、
市
民
の
生
命
や
健
康
を

守
る
た
め
の
施
策
、
明
日
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
教
育
の
た
め
の
施
策
、
雇
用

創
出
な
ど
の
施
策
に
特
に
配
慮
し
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
の
中
に
は
、
合
併
し
た
自

治
体
に
交
付
さ
れ
る
補
助
金
や
、
有
利

な
長
期
借
入
金
で
あ
る
合
併
特
例
債
14

億
７
６
１
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
積

極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
新
市
建

設
計
画
に
計
上
さ
れ
た
各
種
の
ハ
ー
ド

事
業
を
着
実
に
推
進
し
、
新
市
の
速
や

か
な
一
体
的
な
発
展
、
市
民
生
活
に
密

着
し
た
社
会
資
本
の
整
備
、
教
育
・
文

化
の
充
実
、
少
子
・
高
齢
化
に
対
応
し

た
総
合
的
な
地
域
福
祉
施
策
な
ど
に
対

処
で
き
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重

点
的
、
効
率
的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

平
成
22
年
度  

大
田
原
市
当
初
予
算
の
概
要

生
命
、健
康
、子
ど
も
、地
域
力
を
柱
に
編
成

生
命
、健
康
、子
ど
も
、地
域
力
を
柱
に
編
成

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
、
国
の
財
政
改
革
や
景
気
の
動
向
な
ど
、
内
外
の

財
政
状
況
を
考
慮
し
、
健
全
な
自
治
体
経
営
を
図
り
な
が
ら
、
「
新
大
田
原
レ

イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
住
む
人
が
輝
き　

来

る
人
が
や
す
ら
ぐ　

幸
せ
度
の
高
い
ま
ち
」
の
実
現
へ
向
け
て
、
７
項
目
の
基

本
政
策
に
沿
っ
て
編
成
し
ま
し
た
。

市税

分担金及び負担金

繰入金

使用料及び手数料

その他

地方交付税

市債

　うち合併特例債

国庫支出金

県支出金

地方消費税交付金

その他

100億9,709万円

3億7,968万円

3億   400万円

5億8,562万円

12億9,851万円

126億6,490万円

57億円

33億1,380万円

14億7,610万円

33億   401万円

14億9,229万円

7億9,500万円

8億1,000万円

154億1,510万円

280億8,000万円

皆さんに納めていただく市民税、固定資産
税などの税金です。
他市町村や保育園を利用している方に負担
していただいているものです。
基金（預金）などから一般会計に繰り入れ
るものです。
市営住宅などの使用料や住民票の交付手数
料などです。

前年度からの繰越金や寄附金などです。

行政の自主性と安定性を高めるため、自主
財源の比率は高い方が良いとされています。
全国の市町村が一定の水準を維持できるよ
う、国から交付されます。
多くの資金を必要とする事業に対し、国や
銀行から借り入れます。
合併市町村で借り入れができる有利な借入
金です。

特定の事業に対し国から支出されるものです。

特定の事業に対し県から支出されるものです。

消費税５％のうち１％分が県や市町村に交
付されています。
自動車取得税の交付金やゴルフ場利用税の
交付金などです。

自
主
財
源

依
存
財
源

項　目

計

予算額 財源の説明

一
般
会
計
の
概
要

その他  2.8%
地方消費税交付金  2.8%
県支出金  5.3%

国庫支出金
11.8%

市　債
11.8%

地方交付税
20.3%

その他  4.6%

繰入金  1.1%
分担金及び負担金  1.4%

使用料及び手数料  2.1%

市　税
36.0％依存

財源
54.9%

自主
財源
45.1%

一般会計
当初予算額
280億8,000万円

自主財源と依存財源の内訳

市税の内訳

　市税は、大田原市の歳
入の36.0％を占める貴重
な自主財源です。
　皆さんに納めていただ
いた税金は、市民福祉の
向上や、道路をはじめと
する社会資本の形成の財
源として使われています。

入湯税  0.2%

軽自動車税  1.6%
都市計画税
 3.4%

市たばこ税
4.3%

市民税
39.9%

固定資産税
50.6%

歳入予算の概要



　予算を性質別に分類する
と右図のようになります。
○義務的経費
　人件費、扶助費、公債費
　（返済金）
○投資的経費
　道路や建物の建設費、災
　害復旧費など
○その他の経費
　物件費、繰出金、補助費
　など

市債の残高は、平成20年度までは決算額、21年度は見込額、22年度は当初予算額です。

その他  2.5%
商工費
3.9%消防費

3.9%
農林水産業費
4.1%

衛生費
8.7%

総務費
10.7%

公債費
13.2% 教育費

13.3%

土木費
13.5%

民生費
26.2%

科目別
その他
の経費
43.8%

投資的
経　費
10.9%

義務的
経　費
45.3%性質別

億円

項　目
民　生　費
土　木　費
教　育　費
公　債　費
総　務　費
衛　生　費
農林水産業費
消　防　費
商　工　費
そ　の　他

計

予算額
73億6,405万円
38億   737万円
37億4,141万円
36億9,934万円
30億　 65万円
24億3,519万円
11億4,280万円
11億   902万円
10億9,190万円
6億8,827万円

280億8,000万円

経費の説明
高齢者や幼児、体の弱い人などを援護する福祉の向上のために使います。
道路や橋・河川・公園などを整備したり、区画整理を行うために使います。
小・中学校教育の充実や、文化やスポーツを盛んにするために使います。
学校や道路、市営住宅などをつくるために借りたお金の返済に使います。
市役所の全般的な仕事や税金関係の仕事のほか、戸籍や選挙などに使います。
皆さんの健康増進や、ごみ・し尿を処理するために使います。
農業や畜産業、林業などを盛んにするために使います。
皆さんの生命や身体、財産などを災害から守るために使います。
商業や工業、観光などを盛んにするために使います。
議会費や労働費、災害復旧費などがあります。

特別会計
国民健康保険事業費
下　水　道　事　業
老 　 人 　 保 　 健
農業集落排水事業
介 　 護 　 保 　 険

特別会計
子 育 て 支 援 券
後 期 高 齢 者 医 療
須 賀 川 財 産 区

企業会計
水 　 道 　 事 　 業

当初予算額
78億1,000万円
21億6,200万円

477万円
1億8,050万円
46億9,600万円

当初予算額
2億7,900万円
5億7,660万円

78万円
当初予算額
25億2,274万円

前年比
0.7%減
15.6%減
46.9%減
1.9%減
5.2%増

前年比
10.3%増
7.9%増
4.0%増
前年比
12.4%減

200

220

240

260

280

300

320

340

市債残高

当初予算額

13年度
234.4億円
255.1億円

14年度
238.7億円
273.4億円

15年度
246.6億円
257.6億円

16年度
249.4億円
266.9億円

17年度
259.1億円
255.8億円

18年度
292.8億円
285.2億円

19年度
302.2億円
279.8億円

20年度
307.0億円
274.2億円

21年度
330.0億円
291.3億円

22年度
331.4億円
280.8億円

市 債 残 高
当初予算額

歳出予算の概要

一般会計の当初予算額と市債残高の推移

歳出予算の科目別内訳

特
別
会
計

企
業
会
計
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合
併
し
た
市
町
村
で
借
入
で
き
る
有

利
な
地
方
債
（
※
）
で
あ
る
合
併
特
例

債
を
積
極
的
に
活
用
し
、
市
内
全
域
で

道
路
や
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
次
の
事

業
で
合
併
特
例
債
を
活
用
し
ま
す
。

※

「
地
方
債
」
と
は
、
多
額
の
費
用
を

　

要
す
る
事
業
の
た
め
の
長
期
借
入
金

　

で
す
。
そ
の
う
ち
「
合
併
特
例
債
」

　

は
、
借
入
で
き
る
割
合
が
高
い
こ
と

　

と
、
返
済
に
つ
い
て
国
の
財
政
支
援

　

措
置
が
あ
る
大
変
有
利
な
地
方
債
で

　

す
。

　

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
財

政
健
全
化
計
画
な
ど
に
基
づ
き
次
の
よ

う
な
項
目
で
経
費
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
以
降
も
、
引
続
き
市
長
・
副
市

長
・
教
育
長
の
給
与
や
、
部
課
長
な
ど

の
管
理
職
手
当
の
削
減
、
職
員
数
の
適

正
な
管
理
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
、
旅

費
・
消
耗
品
な
ど
や
市
単
独
補
助
金
な

ど
の
削
減
、
施
設
管
理
業
務
の
委
託
な

ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

高
金
利
の
地
方
債
の
公
債
費
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
財
政
の
健
全
化
に
取

り
組
む
地
方
自
治
体
を
対
象
に
、
平
成

19
年
度
か
ら
３
年
間
、
公
的
資
金
（
財

政
融
資
資
金
、
旧
郵
政
公
社
資
金
、
旧

公
営
企
業
金
融
公
庫
資
金
）
の
補
償
金

免
除
繰
上
償
還
（
※
）
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
本
市
は
、
一
般
会
計
と
公
営
企

業
会
計
で
当
制
度
を
活
用
し
、
高
金
利

債
務
の
金
利
負
担
を
軽
減
し
ま
し
た
。

※

「
繰
上
償
還
」
と
は
、
以
前
に
借
入

　

し
た
地
方
債
（
借
入
金
）
を
予
定
の

　

償
還
期
日
よ
り
早
く
返
済
す
る
こ
と

　

を
意
味
し
ま
す
。
特
に
、
高
い
利
率

　

の
も
の
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
支
払

　

利
息
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

合
併
特
例
債
事
業

経
費
の
節
減
な
ど

公
的
資
金
の
繰
上
償
還

川上南方高齢者ほほえみセンター整備事業債
大田原赤十字病院建設費補助事業債
市道内環状南大通り線ほか６路線の交通安全施設等整備事業債
市道宇田川佐良土線ほか８路線の道路改良事業債
野崎駅周辺地区整備事業債
中心市街地活性化事業債
消防施設整備事業債
黒羽統合中学校整備事業債
学校施設耐震化事業債
須賀川中学校大規模改造事業債
美原公園西原の池跡地整備事業債

合　計

1,940万円
1億9,000万円
7,020万円

2億2,480万円
2,950万円

3億1,800万円
1,680万円

1億3,490万円
3億3,710万円
9,930万円
3,610万円

14億7,610万円

合併特例債事業

項　目

一 般 会 計

簡易水道事業
特 別 会 計
下水道事業
特 別 会 計

水道事業会計

計

平成19～21年度
繰上償還実施額

3億5,265万円

5,798万円

14億1,287万円

9億4,487万円

27億6,837万円

効果額見込
（利子軽減額）

3,939万円

732万円

2億2,758万円

2億8,199万円

5億5,628万円

公的資金の繰上償還

平成22年度
予　算　額

54億1,873万円

1億1,415万円

5億8,067万円

5,684万円

61億7,039万円

平成21年度
予　算　額

55億1,401万円

1億5,715万円

5億9,920万円

5,738万円

63億2,774万円

項　　目
（一般会計）

職員、市長などの
人　件　費

図書館運営費

経 常 経 費
（削減対象額）
補助金など
（　　〃　　）

計

削減額

9,528万円

4,300万円

1,853万円

54万円

1億5,735万円

削減内容

市長等給与５～10％削減
管理職手当８～10％削減
議員報酬２～10％削減

指定管理者制度導入

旅費、消耗品費など
５～10％削減
平成18年度から５か年で
５～10％削減

経費の節減など

４月に開校する
黒羽統合中学校

中心市街地活性化
事業を展開する中
央通り
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○
市
民
大
学
の
開
催
（
一
般
教
養
や
現

　

代
的
話
題
な
ど
）

○
公
民
館
事
業
、
高
齢
者
学
級
、
女
性

　

セ
ミ
ナ
ー
、
家
庭
教
育
学
級
な
ど
の

　

開
催

○
講
師
の
配
置
事
業
（
算
数
・
数
学
科

　

目
で
の
学
力
差
解
消
の
た
め
の
講
師
、

　

小
学
４
年
生
30
人
以
上
学
級
の
補
助

　

教
員
に
よ
る
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）

○
小
中
学
校
施
設
耐
震
化
事
業
（
耐
震

　

診
断
、
耐
震
補
強
工
事
な
ど
）

○
小
中
学
校
米
飯
給
食
推
進
事
業
（
炊

　

飯
加
工
賃
の
補
助
）

○
小
中
学
校
児
童
生
徒
給
食
費
助
成
事

　

業
（
学
校
給
食
費
の
値
下
げ
）

○
須
賀
川
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業

　

（
須
賀
川
小
学
校
と
し
て
活
用
）

○
美
原
公
園
西
原
の
池
跡
地
整
備
事
業

○
全
国
青
少
年
ア

　

ウ
ト
ド
ア
綱
引

　

競
技
大
会
の
開

　

催
○
青
少
年
交
流
事

　

業
（
米
国
ウ
エ

　

ス
ト
コ
ビ
ナ
市
、

　

英
国
セ
ン
ト
ア

　

ン
ド
リ
ュ
ー
ス

　

と
の
中
高
生
海

　

外
体
験
事
業
）

○
大
田
原
赤
十
字
病

　

院
施
設
整
備
費
補

　

助
事
業

○
お
笑
い
健
康
づ
く

　

り
推
進
事
業
（
お

　

笑
い
講
座
、
お
笑

　

い
ラ
イ
ブ
な
ど
の

　

開
催
）

○
す
こ
や
か
子
宝
祝

　

金
、
子
ど
も
手
当
支
給
事
業

○
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
（
対
象

　

を
中
学
３
年
生
ま
で
）

○
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

　

チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

　

種
事
業

○
つ
ど
い
の
広
場
、
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業

○
生
活
習
慣
病
予
防
事
業

○
高
齢
者
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー
整
備
事

　

業
（
黒
羽
、
川
上
南
方
地
区
）

○
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

　

費
補
助
事
業

○
ご
み
袋
有
料
化
に
向
け
た
周
知
活
動

○
資
源
ご
み
回
収
団
体
へ
の
報
償
制
度

○
飼
い
犬
・
飼
い
猫
の
避
妊
手
術
費
補

　

助
事
業

○
中
田
原
霊
園
拡
張
整
備
事
業

○
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

○
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
市
町
村

　

交
付
金
事
業
（
学
習
林
、
健
康
林
、

　

景
観
林
と
し
て
将
来
ま
で
残
し
て
い

　

く
た
め
に
、
明
る
く
安
全
な
里
山
林

　

を
整
備
す
る
）

○
営
農
集
団
共
同
利
用
機
械
導
入
事
業

　

費
補
助
事
業

○
乳
牛
、
肉
用
牛
の
導
入
補
助
事
業

○
特
産
地
育
成
事
業
（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

　

の
振
興
、
ア
ン
グ
ル
ハ
ウ
ス
や
保
冷

　

庫
の
導
入
補
助
）

○
新
築
住
宅
木
材
需
要
拡
大
補
助
事
業

　

（
八
溝
材
使
用
新
築
住
宅
へ
の
補
助
）

○
中
央
通
り
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開

　

発
事
業
費
補
助

○
中
小
企
業
事
業
資
金
貸
付
事
業

○
観
光
推
進
事
業
（
与
一
ま
つ
り
、
天

　

狗
王
国
ま
つ
り
、
紫
陽
花
ま
つ
り
な

　

ど
開
催
費
）

○
都
市
計
画
地
形
図
修
正
事
業

○
市
道
宇
田
川
佐
良
土
線
な
ど
の
市
道

　

整
備
事
業

○
野
崎
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
（
交
流

　

広
場
・
公
園
な
ど
の
整
備
）

○
中
央
通
り
金
燈
籠
地
区
整
備
事
業
（
市

　

街
地
回
遊
路
整
備
、
土
地
区
画
整
理
）

○
大
田
原
市
街
地
地
区
暮
ら
し
・
に
ぎ

　

わ
い
再
生
事
業
（
公
益
施
設
立
案
計

　

画
作
成
な
ど
）

○
市
営
住
宅
天
井
改
修
工
事

○
新
大
田
原
市
上
水
道
10
箇
年
整
備
事
業

○
下
水
道
管
渠
布
設
工
事

○
市
の
管
理
す
る
浄
化
槽
設
置
工
事 

○
防
犯
協
会
、
自
主
防
災
組
織
の
補
助

○
地
域
防
災
計
画
修
正
事
業

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
新
築

　

事
業
（
黒
羽
第
7
分
団
第
3
部
）

○
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
等
配
備
事
業

　

（
大
田
原
第
1
分
団
第
3
部
ほ
か
）

○
市
道
内
環
状
南
大
通
り
線
な
ど
の
交

　

差
点
、
路
肩
な
ど
の
改
良
工
事

○
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
（
カ
ー
ブ
ミ

　

ラ
ー
、
区
画
線
な
ど
の
設
置
、
修
繕
）

○
各
自
治
会
へ
の
運
営
費
交
付

○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
（
講
座
の

　

開
催
、
女
性
の
海
外
研
修
補
助
、
広

　

報
紙
発
行
）

○
総
合
計
画
基
本
計
画
策
定
事
業
（
後

　

期
計
画
策
定
に
向
け
た
市
民
意
識
調

　

査
の
実
施
）

○
永
年
保
存
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

　

化
事
業

○
国
勢
調
査

○
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

○
栃
木
県
議
会
議
員
選
挙

■
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課
財
政
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
９
７

平
成
22
年
度
の
主
な
事
業

平
成
22
年
度
の
主
な
事
業

７ 

項
目
の
基
本
政
策

明
日
に
伝
え
る

文
化
と
学
び
の
ま
ち
へ

健
康
と
生
き
が
い
に
満
ち
た

福
祉
と
医
療
の
ま
ち
へ

自
然
と
共
生
し
て
い
く
ま
ち
へ

活
力
み
な
ぎ
る

豊
か
な
産
業
の
ま
ち
へ

人
に
や
さ
し
い
快
適
な
ま
ち
へ

安
全
・
安
心
で

市
民
活
動
が
い
き
づ
く
ま
ち
へ

健
全
な
自
治
体
経
営
の
ま
ち
へ

１

２３

４５

６７

お笑い講座お笑い講座

美原公園西原の池美原公園西原の池

き
ょ
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